














本班研究に参加の 21 施設より貸与された,10 歳未満及び 10 歳代発症 IgA の寛解例と不変

ないし進行例の初回腎生検標本を組織学的に検討した。不変ないし進行例では糸球体の硬

化がより進行し,分節性病変の出現頻度が高く,尿細管間質障害の程度の高いことが明らか

であった。IgA 腎炎の成人期へのキャリーオーバー例には同様の組織障害が背景にあるも

のと想定された。 


